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領
海
警
備
強
化
法
が
成
立
！ 

次
は
実
行
支
配
の
強
化
へ
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去
る
八
月
二
十
九
日
、
参
議
院
本
会
議
で
「
海
上
保
安
庁
法
」
及
び
「
領
海
等

外
国
船
舶
航
行
法
」
の
改
正
案
が
採
択
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
か
ら
、
二
年
間
に
わ
た
る
国
民
運
動
を
振
り
返
り
、

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

私
ど
も
が
約
二
年
間
実
施
し
た
署
名
運
動
の
趣
旨
は
右
の
三
点
。 

 
 一

、
灯
台
や
避
難
港
整
備
等
の
尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
の
強
化 

二
、
海
上
保
安
庁
等
の
領
海
警
備
体
制
の
強
化  

三
、
自
衛
隊
に
領
海
警
護
任
務
を
付
与 

 
 
 

今
回
は
、
二
の
海
保
の
警
備
体
制
強
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
は
実
効
支
配

強
化
、
自
衛
隊
法
改
正
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。  

愛
知
で
は
実
に
十
四
回
に
及
ぶ
街
頭
署
名
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
照
り
つ

け
る
太
陽
の
真
夏
日
に
、
ま
た
大
雪
の
降
る
厳
寒
の
日
に
も
、
道
行
く
人
々
に
領

土
防
衛
の
急
務
を
訴
え
た
の
で
し
た
。
絶
望
的
と
も
思
え
る
民
主
党
政
権
で
あ
っ

て
も
、
決
し
て
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、
「
倦
ま
ず
弛
ま
ず
」
の
地
道
な
運
動
成

果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ご

報

告

・

終

戦

記

念

日

護

国

神

社 
 

 

先
月
号
で
既
報
し
ま
し
た
が
、
八
月
十
五
日
に
護
国
神
社
境
内
を
お
借
り
し
て
、

参
詣
者
の
皆
様
に
冷
茶
の
提
供
を
致
し
ま
し
た
。
こ
の
日
も
大
変
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
朝
早
く
か
ら
お
手
伝
い
頂
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
湯
飲
み
の
ご
提
供
や
前
日
の
テ
ン
ト
張
り
な
ど
汗
ま

み
れ
に
な
っ
て
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ご

案

内

・

愛

知

竹

田

研

究

会 
 

―
「
古
事
記
編
纂
千
三
百
年
を
迎
え
て 

『
古
事
記
』
連
続
講
座
」
― 

●
日 

時
・
十
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
半
開
場
・
二
時
開
会
～
四
時
半
閉
会 

●
会 

場
・
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
・
十
一
階 

電
話
０
５
２
―
９
５
３
―
５
１

１
１ 

●
会 

費
・
二
千
円
（
初
参
加
者
と
学
生
は
無
料
）
事
前
に
申
し
込
み
必
要
で
す
。 

●
懇
親
会
・
四
千
五
百
円
（
希
望
者
の
み
、
竹
田
恒
泰
先
生
と
親
し
く
懇
談
で
き

ま
す
） 

●
申
込
先
・
愛
知
竹
田
研
究
会
・
０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
（
服
部
） 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

毎
月
の
第
一
日
曜
で
す 

次
回
は
、
十
月
七
日
午
前
８
時
時
開
始
、
九
時
終
了
で
す
。
十
一
月
四
日
、
十
二

月
二
日
を
予
定
、
軍
手
持
参
下
さ
い
、
ま
た
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
し

ま
す
の
で
雑
巾
を
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
先
月
の
ご
奉
仕
に

は
お
二
方
の
新
規
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
弊
会
の
会
員
さ
ん
で
、

な
ご
や
通
信
を
ご
覧
頂
頂
い
て
自
発
的
に
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
護
国
神
社
の
清
掃
奉
仕
は
ご
都
合
の
よ
ろ
し
い
時
に
い
つ

来
て
頂
い
て
も
良
い
会
で
す
。
ノ
ル
マ
な
ど
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
是
非
、
お
気

軽
に
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
秋
は
落
葉
の
最
も

人
出
の
必
要
と
す
る
季
節
で
す
。
加
勢
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
い
つ
も
ご
購
読
下
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 


